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キッチンカーで移動販売!!

（撮影 2021.2.6  アルプス市場）

大きく変わった日常を乗り越えるため、３店舗が共同で新しい形の販売をスタート
県の補助金制度を利用して購入した車両で、自慢の一品を提供する

●編集　公民館報編集委員会
●印刷　株式会社プラルト

●問い合わせ 中央公民館
TEL 32-1132  FAX 37-1153



鎌
田
地
区
の
公
民
館
報
が
全
国
入
賞

３月はじめ、多くの高校で卒業式が行われた。
規模を縮小しての開催。しかし、どんな時も若
者には夢があり、その夢には輝く翼がある。
苦しい時代であっても、彼らが羽ばたく空は、
青く高くどこまでも広がっていてほしい。

（撮影：2021.3.4 田川高校）

　

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
木

下
巨
一
所
長
、
松
本
大
学
向
井
健

専
任
講
師
、
第
三
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
降
旗
都
子
副
会
長
の
３

人
で
鼎
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
染
症
予
防
の
た
め
オ
ン
ラ
イ

ン
で
会
議
や
授
業
を
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
互
い
が
離

れ
て
い
て
も
工
夫
し
う
ま
く
対
話

す
る
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
学

び
と
交
流
の
役
割
は
、
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
応
え
る
た
め
、
市
の

担
当
者
と
活
動
す
る
地
域
住
民

が
、
共
に
成
長
す
る
こ
と
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
は
発
信
者
と

視
聴
者
が
画
面
を
介
し
て
学
び
合

う
新
し
い
形
で
す
。
左
の
２
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 タブレット画面で視聴中

鼎談者と職員が一体となってライブ配信

令
和
３
年
２
月
21
日（
日
）第
36
回
公
民
館
研
究
集
会・令
和
２
年
度

地
域
づ
く
り
市
民
活
動
研
究
集
会
の
基
調
講
演
と
鼎
談
を
、初
め
て

無
観
客
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
し
た

つ
な
ぐ
工
夫
と
学
び

　

令
和
２
年
度
の
第
８
回
全
国
公

民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
鎌
田
地

コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
民
館
の
役
割

５
人
の
編
集
委
員
が
身
近
な
話
題
で
記
事
作
り

〈夢に翼を〉
松本さんぽ

とてもうれしく励みになります

区
公
民
館
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

松
本
市
は
35
地
区
そ
れ
ぞ
れ
で

地
区
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

松
本
市
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
は
６

年
ぶ
り
で
す
。

　

編
集
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
、
身
近
な
話
題
を
取
り
上
げ
、

写
真
を
多
く
し
、
読
み
や
す
い
記

事
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
い

く
つ
か
の
連
載
を
続
け
な
が
ら
、

い
か
に
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
も

ら
え
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

2次元コード

YouTube松本市
公式チャンネル

まちづくりの集い案内
松本市公式ホームページ

て
い
だ
ん
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小
さ
い
頃
、
家
に
帰

る
と
い
つ
も
三
毛
猫

の
ミ
イ
が
迎
え
て
く

れ
た
。
一
緒
に
お
や

つ
を
食
べ
、
じ
ゃ
れ

て
遊
ん
で
両
親
の
帰

り
を
待
っ
て
い
る
と

い
つ
も
ふ
た
り
で
眠
っ
て
し
ま
っ

た
▼
ミ
イ
と
の
出
会
い
は
私
が
保

育
園
の
と
き
。
家
族
は
共
働
き
の

両
親
と
年
の
離
れ
た
兄
だ
っ
た
の

で
、
一
人
で
寂
し
く
な
い
よ
う
に

と
父
が
貰
っ
て
き
て
く
れ
た
▼
あ

る
日
、
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
ミ

イ
が
近
所
の
お
寺
の
高
い
木
に

登
っ
て
し
ま
っ
た
。
降
り
ら
れ
な

く
な
っ
た
ミ
イ
を
見
つ
け
て
、
学

校
か
ら
帰
っ
た
兄
と
ハ
シ
ゴ
を

持
っ
て
助
け
に
行
っ
た
▼
下
で
私

が
押
さ
え
、
兄
が
登
っ
た
の
だ
が

届
か
な
い
。
私
た
ち
の
勢
い
に
興

奮
し
て
さ
ら
に
上
ま
で
行
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
以
上
は
子
ど
も
の
手

に
は
負
え
ず
渋
々
家
に
帰
っ
た

が
、
心
配
で
心
配
で
泣
き
な
が
ら

眠
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
翌
朝

「
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
降
り
ら
れ
た

わ
よ
！
」
誇
ら
し
げ
な
眼
を
し
て

シ
レ
っ
と
好
物
の
朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
い
る
ミ
イ
が
い
た
▼
あ
れ
か

ら
四
十
年
。
今
、
我
が
家
に
は
三

毛
猫
の
チ
ッ
ポ
が
い
る
。
今
朝
も

「
ね
え
、
カ
ツ
オ
ブ
シ
早
く
し
て

く
れ
な
い
？
」
そ
う
言
っ
て
私
を

見
上
げ
る
の
だ
。

夫
婦
堤
音
楽
祭

め
お
と
つ
つ
み

わ
が
ま
ち
自
慢
（
波
田
地
区
）

文化財防火デーの放水訓練（撮影：1976. 1. 26）

整備が進み憩いの場に（撮影：2021. 1. 30）

　

当
時
は
女
鳥
羽
川
の
水
辺
は
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
簡
単
に
下
り

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

下
水
道
も
ま
だ
未
整
備
な
と
こ
ろ

松
本
市
街
地
中
心
に
位
置
す
る
千
歳
橋
。こ
こ
か
ら
見
た
四
十
五
年
前

の
景
色
は
今
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す

ま
つ
も
と
今
昔
53

が
多
く
、
家
庭
雑
排
水
な
ど
が
流

入
し
水
質
も
悪
化
し
て
い
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
で
も
な
け
れ
ば
目

を
向
け
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

水
質
は
現
在
で
は
フ
ナ
や
コ
イ

が
群
遊
す
る
ま
で
に
よ
み
が
え
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
街
地
の
区
画

整
理
が
行
わ
れ
、
時
計
博
物
館
や

M
ウ
イ
ン
グ
な
ど
の
特
徴
あ
る
建

物
が
川
沿
い
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
春
に
は
桜
や
こ
い
の
ぼ
り
が

色
を
添
え
ま
す
。

　
波
田
地
区
西
部
の
山
際
に
夫

婦
堤
が
あ
り
ま
す
。
堤
に
隣
接

し
て
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に

お
い
て
、
毎
年
桜
の
花
が
咲
く

頃
に
合
わ
せ
開
催
さ
れ
る
の

が
夫
婦
堤
音
楽
祭
で
す
。
こ

の
音
楽
祭
は
地
域
の
住
民
に
子

ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
音
楽

に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
近

隣
の
小
、
中
、
高
の
合
唱
、
吹

奏
楽
、
波
田
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る
演
目
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

合唱を披露する波田少年少女合唱団（2019年）
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全長15㎝、オスは赤く、メスは茶色。柔らかい声
で「フィッ フィッ」と鳴く。平地の低木林や藪の
ある環境を好む。赤い鳥では他にオオマシコが
有名だが、松本市内の平原で観ることのできる
赤い鳥といえば、ベニマシコのオス。アルプス公
園でも冬に人気の高い鳥。

松本平の野鳥たち

ベニマシコ （撮影：2021.1.28  松本市）

着
い
た
、と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
塩
市
が
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

享
保
９
（
１
７
２
４
）
年
に
編
纂

さ
れ
た「
信
府
統
記
」に
は「
初
市
」

と
記
録
さ
れ
て
お
り
、「
高
美
甚

左
衛
門
日
記
」
の
文
化
13
（
１
８

１
６
）
年
の
記
録
に
「
あ
め
市
」

の
表
現
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
天
保
14
（
１
８
４
３
）

年
に
発
行
さ
れ
た
「
善
光

寺
道
名
所
図
会
」（
松
本

市
立
博
物
館
収
蔵
）
に
初

市
の
様
子
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
現
代
と
変
わ
ら
な

い
に
ぎ
わ
い
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
町
交
差
点
に
あ
る
牛

つ
な
ぎ
石
に
は
、
永
禄
11

（
１
５
６
８
）
年
１
月
12
日

に
、
上
杉
謙
信
が
送
っ
た

塩
を
運
ん
だ
牛
が
た
ど
り

ぜ
ん
こ
う

じ  

み
ち
め
い 

し
ょ  

ず   

え

牛
つ
な
ぎ
石

　

城
北
地
区
は
国
宝
松
本
城
の
す

ぐ
北
側
に
位
置
し
、
昭
和
34
年
安

原
地
区
が
城
北
・
城
東
・
安
原
の

３
地
区
と
し
て
再
編
成
さ
れ
誕
生

し
ま
し
た
。

　

現
在
14
町
会
、
世
帯
数
約
３
７

０
０
戸
、
人
口
約
７
８
０
０
人
、

90
世
帯
に
満
た
な
い
町
会
か
ら
７

０
０
世
帯
を
超
す
町
会
が
混
在

し
、
高
齢
化
率
は
27
・
４
％
で
、

全
市
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
を
流
れ
る
大
門
沢
川
は
、

暴
れ
大
門
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
中
央
図
書
館
周
辺
で
ホ

タ
ル
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

令
和
元
年
９
月
に
国
宝
に
指
定

さ
れ
た
旧
開
智
学
校
、
武
家
屋
敷

の
高
橋
家
住
宅
、
松
本
城
主
小
笠

原
氏
が
敬
っ
た
と
い
わ
れ
る
大
日

堂
。
知
の
殿
堂
の
中
央
図
書
館
、

深
志
高
校
。
歴
史
と
文
教
の
数
多

く
の
施
設
が
あ
り
「
学
都
」
の
雰

囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

初
代
松
本
市
長
小
里
頼
永
は
、

晩
年
を
こ
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
県
歌
「
信
濃
の
国
」
の
作

詞
者
で
あ
る
浅
井
洌
を
代
表
と
す

る
多
く
の
著
名
人
ゆ
か
り
の
地
で

も
あ
り
ま
す
。

21

地
域
の
概
要

歴
史
と
文
化

　
平
成
19
年
１
月
に
「
城
北
地
区

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る

会
」
を
発
足
。「
防
災
を
中
心
と

し
た
福
祉
の
町
づ
く
り
」
な
ど
の

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
安
心
・
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
の
「
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」
設
置
を
契
機
と
し

て
、
翌
年
「
城
北
地
区
住
み
よ
い

町
づ
く
り
協
議
会
」
に
再
編
。「
安

全
の
部
会
」「
健
康
の
部
会
」「
福

祉
の
部
会
」
の
三
部
門
か
ら
な
り
、

「
福
祉
の
部
会
」
で
は
、
誰
で
も

集
え
る
カ
フ
ェ
と
し
て
、
平
成
29

年
11
月
か
ら
「
カ
フ
ェ
す
い
れ
ん
」

が
沢
村
と
白
金
の
町
内
公
民
館
で

毎
月
一
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
北
地
区

国
宝
松
本
城
の
北
に
広
が
る
文
化
薫
る
ま
ち

地
区
の
取
り
組
み

３カ月ぶりの笑顔！（すいれん沢村）

これなぁに？

お   

り 

よ
り 

な
が
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